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日
韓
関
係
は
現
在
、
最
悪
の
事
態
に
陥
っ

て
い
る
。
日
本
の
対
韓
外
交
関
係
が
と
く

に
悪
く
な
っ
て
き
た
の
は
第
２
次
安
倍
内
閣

（
２
０
１
２
年
12
月
）
に
な
っ
て
か
ら
だ
。

　

２
０
１
３
年
4
月
22
日
の
参
議
院
予
算
委
員

会
で
安
倍
首
相
は
「
安
倍
内
閣
と
し
て
村
山
談

話
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
な
い
」
と
主
張
し
、
23

日
の
同
委
員
会
で
「
侵
略
の
定
義
は
決
ま
っ
て

い
な
い
、
国
と
国
と
の
関
係
で
、
ど
ち
ら
か
ら

見
る
か
で
違
う
」
と
発
言
し
て
い
る
。
こ
の
考

え
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
否
定
に
繋
が
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
5
月
15
日
の
参
議
院
予
算
委
員

会
で
は
「
歴
代
内
閣
（
の
談
話
）
を
安
倍
内
閣

と
し
て
引
継
ぐ
立
場
だ
」
と
軌
道
修
正
し
た
の

で
、「
米
国
か
ら
注
意
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
」

と
の
声
が
出
て
い
た
（
自
民
党
有
力
議
員
の
発

言
）。
こ
の
後
、
5
月
2
日
に
出
さ
れ
た
米
国

議
会
調
査
局
の
報
告
書
で
は
「
歴
史
問
題
に
関

す
る
安
倍
首
相
の
発
言
は
米
国
の
国
益
を
損
ね

る
よ
う
な
形
で
、
地
域
関
係
を
乱
し
か
ね
な
い

と
い
う
懸
念
が
広
が
っ
て
い
る
。
安
倍
は
強
硬

な
国
粋
主
義
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
…
…

（
安
倍
の
発
言
は
）
近
隣
諸
国
や
米
国
に
よ
っ

て
厳
し
く
監
視
さ
れ
る
だ
ろ
う
」
と
明
記
し
て

い
る
。
近
隣
諸
国
と
は
中
国
と
韓
国
だ
。

　

最
初
の
問
題
は
慰
安
婦
問
題
だ
。
慰
安
婦
問

題
は
村
山
内
閣
の
官
房
長
官
だ
っ
た
河
野
洋
平

氏
が
１
９
９
３
年
に
発
表
し
た
河
野
談
話
で
解

決
済
み
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
第
2
次
安
倍
内
閣

に
な
っ
て
か
ら
一
部
の
筋
か
ら
「
軍
や
官
憲
に

よ
る
強
制
連
行
を
示
す
政
府
の
資
料
が
本
当
に

あ
る
の
か
」
と
い
う
異
論
が
出
さ
れ
、
韓
国
の

反
発
を
受
け
た
。

　

と
こ
ろ
が
２
０
１
５
年
12
月
28
日
に
突
然
、

日
本
の
岸
田
外
相
と
韓
国
の
尹
外
交
部
長
官
と

の
間
で
、慰
安
婦
問
題
に
対
す
る
「
日
韓
合
意
」

が
成
立
し
、
岸
田
外
相
は
「
当
時
の
日
本
の
軍

隊
の
関
与
を
認
め
て
謝
罪
し
た
」
の
で
、
安
倍

首
相
は
「
寝
て
い
る
子
」
を
起
し
て
日
韓
関
係

を
悪
化
さ
せ
た
だ
け
だ
っ
た
。
日
本
は
、
韓
国

政
府
が
元
慰
安
婦
支
援
の
た
め
設
立
す
る
財
団

に
10
億
円
拠
出
し
、
両
国
が
協
力
し
て
行
く
こ

と
を
確
認
し
た
。
こ
の
声
明
後
た
だ
ち
に
、
米

国
の
ケ
リ
ー
国
務
長
官
が
合
意
を
評
価
す
る
声

明
を
出
し
た
の
で
、「
事
前
に
米
国
か
ら

和
解
の
指
導
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
」

（
某
自
民
党
首
脳
）
と
の
声
が
聞
か
れ
た
。

そ
の
後
、
文
在
寅
大
統
領
に
な
っ
て
か
ら

は
、「
朴
前
大
統
領
と
安
倍
首
相
と
の
合

意
は
慰
安
婦
や
韓
国
国
民
の
意
見
を
反
応

し
て
い
な
い
」
と
言
っ
て
、
白
紙
に
戻
さ

れ
、
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

２
０
１
８
年
2
月
の
ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン
五

輪
の
開
会
式
に
出
席
し
た
安
倍
首
相
が
、

文
在
寅
大
統
領
と
会
談
し
た
時
に
「
五
輪

が
終
わ
っ
た
ら
米
韓
軍
事
演
習
を
再
開
し

て
ほ
し
い
」
と
主
張
し
た
こ
と
が
韓
国
で

大
問
題
と
な
っ
た
。
文
大
統
領
は
「
そ
れ

は
韓
国
の
主
権
の
問
題
だ
」
と
反
論
し
、

韓
国
政
府
は
2
度
に
わ
た
っ
て
、
安
倍
発

言
を
「
韓
国
の
主
権
侵
害
だ
」
と
報
じ
、

こ
れ
が
韓
国
民
の
感
情
を
逆
な
で
し
て
反

日
感
情
を
高
揚
す
る
原
点
に
な
っ
た
と
言

え
よ
う
。

　

徴
用
工
問
題
は
中
国
で
始
ま
っ
た
。
中

国
で
は
２
０
１
６
年
6
月
に
、
戦
時
中
に

日
本
へ
徴
用
さ
れ
た
中
国
人
が
起
こ
し
た

戦
争
賠
償
請
求
に
対
し
て
、
中
国
の
裁
判

所
は
雇
用
主
で
あ
っ
た
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル

に
賠
償
を
命
じ
た
。
こ
れ
を
日
本
政
府
は

黙
認
し
、
同
社
は
徴
用
工
に
謝
罪
し
て
一

人
当
た
り
10
万
元
（
約
１
７
０
万
円
）
を

支
払
っ
た
。
日
中
国
交
回
復
の
時
に
、
中

国
政
府
は
「
日
本
に
賠
償
を
求
め
な
い
」

と
い
う
声
明
を
出
し
て
い
た
が
、
企
業
と

個
人
と
い
う
私
的
な
賠
償
に
つ
い
て
は
対

象
外
で
あ
り
、
こ
れ
を
日
本
政
府
が
認
め

て
い
た
の
だ
。

　

２
０
１
８
年
10
月
30
日
に
は
韓
国
大
法

院
（
最
高
裁
判
所
）
は
、
韓
国
が
日
本
の

植
民
地
支
配
下
に
あ
っ
た
時
代
に
徴
用
さ

れ
た
原
告
に
対
し
て
、「
雇
用
者
で
あ
っ
た

新
日
鉄
住
金
に
対
し
て
損
害
賠
償
を
命
じ

る
判
決（
ひ
と
り
1
千
万
円
）」を
下
し
た
。

こ
の
判
決
を
知
る
や
否
や
安
倍
首
相
は
、

「
こ
の
問
題
は
１
９
６
５
年
の
日
韓
請
求
権

交
渉
で
完
全
か
つ
最
終
的
に
解
決
し
た
」

と
主
張
し
、河
野
外
相
は「
国
際
法
違
反
だ
」

と
怒
り
、
Ｇ
20
が
終
了
し
た
直
後
の
7
月

1
日
に
日
本
は
韓
国
向
け
に
輸
出
さ
れ
る

化
学
製
品
3
品
目
に
つ
い
て
、
輸
出
手
続

き
の
強
化
を
発
表
し
た
。
韓
国
は
日
本
と

の
交
渉
を
期
待
し
た
が
、
日
本
側
が
拒
否

し
、
つ
い
に
文
在
寅
大
統
領
は
日
韓
の
Ｇ

Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ａ
（
軍
事
情
報
包
括
保
護
協
定
）

の
破
棄
を
決
定
し
た
の
だ
。

　

安
倍
首
相
は
徴
用
工
保
障
に
関
し
て
、

な
ぜ
中
国
に
は
民
間
の
和
解
に
任
せ
な
が

ら
、
韓
国
に
は
政
府
が
乗
り
出
し
て
強
硬

な
姿
勢
を
採
っ
て
い
る
の
か
。

　

彼
の
目
的
は
憲
法
改
訂
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
は
北
朝
鮮
に
次
い
で
韓
国
敵
視
感

情
を
国
民
に
植
え
付
け
よ
う
と
し
て
い
る

か
ら
で
は
な
い
か
。

　

米
国
の
ト
ラ
ン
プ
は
「
韓
国
問
題
は
何

と
か
な
ら
な
い
の
か
」
と
安
倍
首
相
に
聞

い
た
と
報
ぜ
ら
れ
て
い
る
（
9
月
の
国
連

で
の
会
談
）。
安
倍
首
相
は
日
米
双
方
の

国
益
に
反
す
る
「
監
視
す
べ
き
」
危
険
な

政
治
家
で
あ
る
。 

意図的に反韓感情を醸成してきた安倍首相


